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現
状
の
水
道
広
域
化
案
に
は
反
対
と
声
を
上
げ
た
候
補 

上
田
市
長
選
挙
は
、
水
道
広
域
化
が
大
き
な
争
点
の
一
つ
だ
っ
た
。 

広域化は問題と訴えた斉藤候補が 3月 29日に当選したら、当選した 2日後の 3月 31 日、

ネットニュースで 11 月 14日の第 6回、水道広域化協議会で、広域化という意見が大きい

と宣伝するニュースを放映した。この放映では、何故か、落選した土屋上田市長の声だけだ、

放映されなかった。 



 

2021年 4月に、厚労省は、水道基盤強化のモデルとして、上田―長野間

の水道事業広域化案を公表した。 

人
口
減
少
、
施
設
老
朽
化
、
維
持
経
費
、
人
材
不
足
が
課
題
と
い
う
。 

東日本大地震の復興支援に協力した横浜市水道局職員の報告は、緩速ろ過の素晴らしさ、

管路が細いと地震に強いのを再認識した。紹介して良いとの許可を得たので、紹介した。 

緩
速
ろ
過
施
設
は
、
大
地
震
で
も
健
在
だ
っ
た
。 



 

地震で、コンクリートのろ過池に亀裂が生じていると思い、施設更新した。 

大
船
渡
沿
岸
部
の
平
野
部
は
津
波
で
大
き
な
被
害
。
浄
水
場
は
台
地
の
上
。 

橋の部分の水道管は、地中でなく、脇に設置されていた。 

コ
ン
ク
リ―

ト
に
は
亀
裂
が
な
か
っ
た
。 



 
緩速ろ過は、山の湧水、河原で湧きだす湧水を人工的につくる仕組み。生物が
反応する物質は分解した。スーパークリーンのおいしい水ができた。 

急
速
ろ
過
は
、
逆
洗
浄
の
行
程
で
、
濁
り
や
病
原
菌
、
ク
リ
プ
ト
原
虫
な
ど
が
通
過
し
た
。 

薬
品
処
理
の
急
速
ろ
過
で
は
、
生
物
が
活
躍
で
き
な
か
っ
た
。 

津波で、橋の部分の水道管は流され、直ぐに仮設用ホースでつないだ。地中に埋設し

てあった水道管は、耐震管で無かったが、損傷はほとんどなかった。 



 
ろ過池の砂面に日射が当たると、藻が繁殖し、光合成の気泡の浮力で、

底から藻が浮上していた。 

濁りが無い、河床の伏流水を取水するなら、ろ過池しか必要なかった。 

殺
藻
剤
を
止
め
た
ら
、
ろ
過
池
で
藻
が
繁
殖
し
た
が
、
お
い
し
い
水
に
な
っ
た
。 

河
川
表
流
水
取
水
す
る
農
業
用
水
か
ら
取
水
し
だ
し
、
濁
り
対
策
で
凝
集
剤
、
殺
藻
剤
を
使
い
だ
し
た
。 



  

濁
り
対
策
の
凝
集
剤
を
添
加
す
る
と
、
水
は
き
れ
い
に
な
る
が
、
底
に
は
白
い
粉
が
撒
か
れ
た
よ
う
に
な
っ
た
。 

緩
速
ろ
過
は
上
か
ら
下
へ
の
流
れ
が
あ
り
、
糸
状
の
藻
が
繁
殖
す
る
。 

糸状の藻には、流入してきた濁りが絡んでいた。 

凝集剤添加を止めたら、藻が活動しだした。 
砂層上部で、微小生物が活躍した。餌がくるところである。 



 

ろ
過
池
と
ろ
過
後
の
水
面
差
を
損
失
と
い
う
。
こ
の
損
失
は
、
ろ
過
速
度
に
比
例
し
た
。 

水面差は、ろ過速度に比例する。そこで、目詰まり度は、実測の損失を標準のろ過速

度の場合に換算した標準化損失水頭 NHLで評価するのが世界の常識だった。 

指針では、ろ過池流入水濁度 10度以下にとあるが、上田市では、原水濁度
が 10度になると、凝集剤を入れていた。 

標
準
化
損
失
水
頭
で
、
図
示
す
る
と
、
目
詰
ま
り
は
、
水
温
と
生
物
活
性
に
関
係
し
て
い
た
。 

流
入
水
濁
度
と
は
関
係
な
か
っ
た
。
凝
集
剤
は
必
要
な
い
か
も
。 



 

高崎市にある剣崎浄水場の水質が良いので、キリンビール醸造工場を高崎に建設した。その工

場に使うために、若田浄水場を建設した。濁り対策で、凝集剤を使ったら、水質が悪いと、苦

情がきた。そこで、凝集剤を使わないようにしたら、醸造に使ってくれた。 

台
風
の
濁
り
で
も
、
凝
集
剤
を
使
わ
な
い
で
も
目
詰
ま
り
し
な
か
っ
た
。 

緩速ろ過処理では、濁り対策で、凝集剤を使ってはいけない事だった。 

凝
集
剤
の
影
響
で
、
生
物
群
集
が
活
躍
で
き
ず
、
生
物
分
解
が
進
ま
な
か
っ
た
。 



 

ろ過池の水深を浅くすると、藻が繁殖しやすく、水深が深いと、底まで、日射が十分にあた

らず、水圧も大きくなり、藻が繁殖しにくく、剥離浮上もなかった。 

信州大を退職後、活動は、主に海外であった。フィジーでの活動も終了したので、今
度は、上田市に来てもらおうと考えていた。上田市で、「浄化法の違いで、水のおいし
さが違う」と講演をした。 

ろ
過
池
を
浅
く
す
る
よ
う
に
し
た
。 

水
深
を
浅
く
し
た
ら
、
砂
面
の
削
り
取
り
も
楽
に
な
っ
た
。 



 

2019年は毎月、第 1水曜日は、染屋浄水場の見学会を開いた。何とか、上田市で、濁り対策の凝集

剤を使うのを止めてもらおうと、高崎市の場長にきて、上田市を説得してもらった。 

そ
の
後
、
原
水
を
直
接
に
ろ
過
池
に
入
れ
る
実
験
を
し
、
凝
集
剤
は
必
要
な
い
か
も
と
思
っ
て
く
れ
た
。

た
。 

若
い
斉
藤
市
議
（
新
し
い
市
長
）
は
私
の
説
明
を
聞
い
て
い
た
。 

千曲川の河原では、厳寒期でも、浅い水面で、藻が大繁殖していた。 



 

上
向
流
粗
ろ
過
も
生
物
の
活
躍
が
鍵
だ
っ
た
。 

ブ
ラ
ジ
ル
で
、
凝
集
剤
を
使
わ
な
い
濁
り
対
策
で
、
上
向
流
粗
ろ
過
が
開
発
さ
れ
た
。 

中本は、海外で、日本でも、JICA 研修などで、上向流粗ろ過を勧めた。 

冬に、ろ過池で藻が繁殖しない時期、風呂桶モデルで、水深を浅くすると、藻が大繁
殖した。浅い水深が、生物活性の鍵とわかった。 



 

フィジーの村落給水事業で、上向流粗ろ過と砂ろ過の浄化装置を、4年間に約 100村

に建設した。維持管理は、村人が行っている。この事業に協力した。 

上田市でも、何とか、濁り対策で有効な、URFを導入してもらいたい。 

国は応援してくれないかな。 

日
本
で
も
、N

P
O

の
仲
間
が
、
簡
易
水
道
施
設
に
導
入
し
、1

0

年
間
な
以
上
も
稼
働
し
て
い
る
。 

上
向
流
粗
ろ
過
の
仕
組
み
が
分
か
る
動
画
をQ

R

で
。 


